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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

No 成果指標

　指導監査、抜き打ち検査、しゅん工（完了）検査及び元請・下請関係の調査・指導・助言等

達成状況

総合的に展開する
重点政策

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

区分（単位：千円） R1年度 R2年度

前年度繰越

予
算
額

現計予算 2,468

1,170
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H30年度

【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律及び公共工事の品質確保の促進に関する法律の規定によ
り、地方公共団体の公共工事に係る契約の適正な施工を確保するため、必要な措置を講ずることとされている。
　指導監査、抜き打ち検査、しゅん工（完了）検査及び元請・下請関係の調査・指導・助言等の実施により、県
が発注する建設工事等の品質の確保に努めている。
（平成30年度実績：建設工事等の検査他　3,677件、元請・下請関係調査　825件）

　県が発注する建設工事等について、発注機関から独立した工事検査部門による公正・厳格な検査、調査等を行
うことにより、建設工事等の品質を確保する。

2,468

1,170

目標値R1年度 R2年度

８つの重点目標

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

keiyaku-kensa@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

事業番号 12 02 02 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 検査事務費
部局

実施期間 H15

会計局 課・室 契約・検査課

課　　題　　等 今後の方向性

29 29職員数（人）

・請負契約の適正化や下請負人の保護及び適正な施工体制を確立
させ、元請・下請関係の適正化を図る必要がある。

・関係法令等を踏まえ、元請・下請関係適正化調査を実施
し、県内建設業者への指導・助言を行う。

成果指標
設定理由

・工事等の品質確保を図るため、公正・厳格な検査等を継続的に
行う必要がある。

・研修等への積極的参加により、専門的かつ広範囲な知識
の習得に努め、検査員の技術力向上を図っていく。

 決　算　額（B）

・新技術や新工法による特殊な工事等に対応するため、最
新情報の収集や検査・確認方法の統一を図っていく。

7082,115

うち一般財源 2,468 1,170

合計（A)

達成状況
の分析

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか
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✔長野県財務規則の規定に基づく給付の検査を実施するとともに、工事等の品質確保並びに入札・契約及び

施工体制の適正化を図るための検査等を実施

・実施件数：3,997 件（うち工事：3,185 件、委託：812 件）

・検査内訳

・修補指示 工事（しゅん工検査・中間検査時）：1,158 件（うち文書：該当なし）

委託（完了検査・中間検査時） ： 334 件（うち文書：該当なし）

（出来形含む）
しゅん工検査：1,422 件 指導監査：1,427 件 完了検査：812 件

（中間検査含む）

事前確認：219 件 抜き打ち検査：91 件

中間検査：26 件

mailto:keiyaku-kensa@pref.nagano.lg.jp
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実施
方法

細事業を構成する主な取組

検査義務費

検査義務費

1
2,115 708

千円

Ｒ１年度
決　算

Ｒ２年度
決　算

直接

令和２年度　実施内容（実績）

県が発注する建設工事等の品質確保のため、下記を実施
・建設工事のしゅん工検査及び工事に係る業務の完了検査等 2,479件
・建設工事の施工途中における指導監査　1,427件
・低価格で落札された工事等の抜き打ち検査　91件
・工事検査技術向上のための研修会の開催　5回

会計局 課・室 契約・検査課

細事業
No.

部局事　業　名 検査事務費

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 12 02 02 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

県が発注する建設工事等の品質確保のため、下記を実施
・元請・下請関係適正化調査　766件
・談合情報に関する調査　1件
・下請110番相談窓口　9件

千円
検査事務費

直接


